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 ためになる「日本人のしきたり」年越しそば-なぜ、そばを食べるのか

大晦日の年越しの夜に、多くの家では除夜の鐘を聞きながら、年越しそばを食べるのが一般的です。この風習は江戸時代
の町人の間で始まったといわれそばのように細く長く長寿であるようにという願いが込められているといいます。また、
金銀細工職人が仕事場に飛び散った金粉を、そばを練って作っただんごで集め、そのだんごを焼いて金粉を取り出したこ
とから、「そばは金を集める」という縁起の意味もあったといいます。
実際、当初は、大晦日にそばだんごを食べていたようですが、やがて現在のように、そば切りを食べるのが一般的となり
ました。
また、年越しそばの薬味に刻みネギが添えられるのは、ネギに語源が「ねぐ」からきていて「祈る」という意味があるこ
とから、ネギを添えることで、さらに長寿や金運を祈願するともいわれています。
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